
　現在、日本は、今までどの国も経験したことのない「少
子高齢化」に直面しています。「少子化」は労働人口の
減少や、市場が縮小するという社会的な視点から大きな
課題として捉えられています。今回、「少子化」の進展
する市場環境において、今後の日本市場の中核となる若
者（15歳～29歳位)の価値観や仕事観の実態を通して、
新しく進化していく4つの兆しを紹介させて頂きます。

■若者世代の実態、進化、それとも退化？
　彼ら、彼女ら1990年以降に生まれた世代は、バブル
崩壊以後の長びく不況下に育ち、経済成長とともに豊か
になっていくという成功体験を共有していません。生ま
れた時からパソコンや携帯電話などのデジタルツールに
触れ、学校では「ゆとり教育」として「自分らしさ」を
育んだ世代であり、それ以前の世代とは社会環境が大き
く異なることから独自の感性を持っています。そのこと
は、「デジタルネイティブ3世代（第4世代）」「ゼネレー
ションZ」「ゆとり世代」というネーミングで数多くの
社会学やマーケティング論で取り上げられています。そ
の典型的な特徴は、「積極性に乏しい」、「安定志向」、「消
費意欲なし」、「内向き（仲間内の関係重視）」、「ネット
依存」など、ネガティブな表現で、主に先行世代から語
られることが多く、図１、２（内閣府のH26白書より
転載）に見られる様に諸外国の同世代と比べても、「自
己肯定感や社会参加意識に乏しい」、「将来への希望が低
い傾向にある」、という調査結果があります。
　一方で、図３のように、自国のために役立つことをし
たい」と思っている割合は諸外国と比べて高い傾向にあ

り、一般的な若者にも潜在的な活動意欲がみられます。
　このようなマクロ的実態を踏まえつつ、筆者たちが
様々な調査などで、先行層の若者たちと触れていく中で
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「マーケティングの出番ですか？」と題し

て、主に、モノづくり企業で製品開発、

生産に従事される技術者の方々を対象

に、お仕事に “役立つ”、“必要な”、そし

て “面白い” マーケティング関連情報、知

識、事例、最新トピック等を幅広くご紹

介させて頂きます。
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得た、今までの日本の社会では語られなかった価値観、
彼らなりの意欲について、４つの兆しが見えてきました。
【兆し１】　若者はモノの消費からコトの消費へ
　若者のモノ離れに関しては、安定収入の見通しが立た
ない社会を背景に消費意欲、モノに対する執着は少なく、
むしろ、何を持っているかよりも、「どういう経験をし
てきたか」、「人間関係が充実しているか」、「楽しむ術を
いかに多く持っているか」等に価値を見出す傾向が強く
なっており、体験や感動を得るコトにお金を使う意識が
あります。単なるモノでなく、ストーリーのあるモノや
自分が拘るモノであることが重要視されており、先行層
の調査では、おしゃれな女子大学生であっても「量販店
のアンダーウェアで十分」「特に欲しいものはない」等、
拘りのないモノには頓着しない傾向が現れています。

【兆し２】　社会との関わり意識：社会貢献行動に意欲的
　都市部の大学では、海外ボランティアサークル参加や
社会貢献を目的とする起業などが増えています。東日本
大震災以降、大人たちに頼らず、意欲ある人達でつなが
って活動していく姿が見られ、当社の調査でも、現在の
若者は、一流企業に勤め、社会的・経済的な安定を目指
す層だけではなく、「人類と地球のこれからの仕事」、「日
本に興味を持ってもらうための海外インターンシップの
運営」、「アフリカでの教育支援」、「孤立しがちな子育て
ママの支援」など、金銭でなく、自分の興味ややりがい
を感じることにモチベーションを見出し、実際に行動を
おこす層が目立っています。

【兆し３】　ワークスタイルの変化：マルチタスク、マル
チワークスタイル
　ここ２～3年は、就職率も回復傾向にありますが、先
行層では、兆し1）で紹介したように、学生時代からす
でに起業してその事業を発展させるか、就職先に副業を
認める会社を選び、自分のやりたいことを続けるマルチ
ワーク志向が強く見られます。彼ら、彼女らは「自分ら
しさ」が最も基本的な行動原理で、自分（らしさ）を追

図表3
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求するライスワークとそれを経済的に支えるライフワー
クという価値観を持っています。そのため、自分の好き
なモノを深めて仕事やイベントにしたり、ボランティア
に関わったりと複数の顔を持っています。一例としては、
食や食育に対しての関心の高まりから、「和」のモノや
伝統などを見直す機運などで農業や、グリーンツーリズ
ム、援農、森林ボランティアに参画する若者が見られま
す。興味の方向は様々ですが、個々の発想力とデジタル
力を駆使して、時間と空間こえて、大人世代にはできな
いマルチワークを自然体でこなしています。

【兆し４】　ソーシャルメディアなどデジタルツールを有
効活用：共感・共創を重視
自分の考えや行動、作品などを、ソーシャルメディアを
利用して発信し、共感の輪を広げていくことに長けてい
ます（参考：ソーシャルメディアの利用率）。以前の若
者は、ソーシャルメディアを単に仲間内でのコミュニケ
ーションに利用していましたが、今の若者は、世代、国
境を越えて、自分と価値観を共有する、自身の存在感を
見出せる新しい仲間を見つけるツールとして利用し、自
分の活動の世界を広げていきます。そして、その力が、
兆し1)や兆し２）で見られた活動をも支えています。

■マーケティングに求められる進化
　これらの4つの兆しは、まだ若者たちの先行層にのみ
見られますが、今後、着実にこのような価値観をもった
若者たちが得意のソーシャルメディアを駆使し、共感を

広げ、日本の社会を変えていくことが予想されます。
この新しい若者世代に対して、企業は従来のマーケティ
ング施策から一歩踏み出し、若者が共感するモノやコト
を、若者と共創していくマーケティングの進化が求めら
れ、双方の進化によって今まで市場に無かった展開、新
たな市場創出の可能性が見えてきます。

株式会社ウェルコインターナショナル
取締役　http://www.wellco.org/
主要事業：�定性リサーチ及びマーケティン

グコンサルティングサービス
略歴：自動車メーカーに入社、輸出業務に
従事。その後、マーケティング会社に転職し、
多くのクライアントのマーケティング企画、
調査案件に携わる。2002年に（株）ウェルコ

喜多　左知子

インターナショナルの設立に参画、現在に至る　
問合せ先：info@wellco.org 
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